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コロナ禍における大分県の愛育班活動コロナ禍における大分県の愛育班活動（大分県の事例紹介）（大分県の事例紹介）

コロナ禍の為中断していた愛育班等育成者研修会を、埼玉県、山梨県、大
分県から６名の研修生が参加して11月21・22日の２日間で開催しました。
１日目
山梨県愛育連合会の企画で、南アルプス市（旧源村）の源母子愛育会館を
訪ね愛育会の歴史に触れ、矢崎きみよ氏の「愛育の心」に込められた思いや、
山梨県の愛育班活動の原点を再認識しました。
その後、山梨県庁で「令和４年度山梨県母子保健地域組織育成者研修会」
に参加した山梨県内の育成者の皆さんと共に、市町村保健師の立場、保健所
保健師の立場、県愛育連合会を支援する県庁の立場から、育成者に求められ
る役割について発表・意見交換を行いました。
２日目
恩賜財団母子愛育会の研修室で、参加者同士、意見交換を交えながら、地区組織活動を地域の中で活性化していくた
めに、自分たちが何ができるかを考える時間を持ちました。

第59回 愛育班等組織育成者研修会　開催報告第59回 愛育班等組織育成者研修会　開催報告

愛育班等育成者研修会「源母子愛育会館」前にて

大分県では、昭和 49 年から逐次各地域に愛育班が誕生、
各班相互の連携と、地域の健康づくり活動の強化を図るた
め、昭和 58 年に大分県支部が設立されました。
県内 18 市町村のうち、６市１町に 41 の単位愛育班があ
り、1109 人の班員が活躍しています。令和４年に記念す
べき 40 周年を迎え、これまでの活動を振り返り、コロナ
禍における７市町の活動をご紹介します。
・杵築市山香愛育班は、健康と環境にやさしい地域づくり
を目指し、長年廃油石けんやホウ酸団子をつくり、学習
会で学んだ健康情報と合わせて、声かけ訪問を行ってい
ます。

・国東市武蔵町愛育会は、年４回愛育だよりの作成、配布
をきっかけに訪問し、声かけメモを保健師へ渡していま
す。また、赤ちゃんが生まれた家庭には、愛育の「A」マー
クが入ったスタイや、愛育OB会員による音が出る手作
りおもちゃを届けています。

・豊後大野市愛育会は、保健師が行う赤ちゃん訪問に同行
したり、市の子育て事業に参加して、その後の見守り活
動につなげています。各地区の特性を活かした活動報告
を、分班長会議等で行い、意見を出し合っています。

・竹田市愛育保健推進員会は、健診前に健診キットの配布
や受診勧奨等の声かけ活動を行い、気になる方の情報を
担当保健師に伝え、その後の支援に繋がっています。ま
た、コロナ禍だからこそ、健康づくりの維持・継続のた
めに、感染対策を工夫しながら、愛育保健推進員が、地
域の健康課題に応じた健康学習会を計画、実施して愛育
班活動を続けています。

・玖珠町愛育健康づくり推進協議会は、コロナ禍において、
地域の交流が減り、人が集まることが難しい中、お達者
高齢者から生活状況を聞き取り、生涯現役のヒントを得
て「生涯現役の秘訣」というパンフレットを作成、配布
しながら声かけ見守りを行っています。

・宇佐市愛育会は、赤ちゃんが生まれた家庭に手作りエプ
ロンを配布して声かけ訪問、地域の子どもたちに昔の遊

びや郷土料理の作り方を伝授、花植えや空き缶拾い等の
環境美化活動を通して、幅広い年代で交流を持ち、地域
のつながりを深めています。

・豊後高田市（真玉・香々地・田染・水崎）愛育会は、一
人暮らしの高齢者や高齢者のみの世帯、子どもがいる家
庭に、健康メッセージ付きのマスクを配布して見守り活
動を続けています。また、障がい者の方や子どもたちと
のふれあい交流会など、地域の状況に応じた活動を行っ
ています。
自然災害による被害の発生、数年来にわたるコロナ禍に

より、愛育班活動が制限されました。地域のつながりを守
るために、知恵を出し合い、新たな活動のあり方を模索し
取り組んだ結果、活動の基本である声かけ訪問件数は、令
和３年度は過去最高となりました。
これからも県支部のスローガンの下、「愛育の心」を忘

れずに、無理なくできることを楽しく続けていきたいと思
います。

コラム

受講者の声・・・深い学びと、沢山の気づきが得られました！！
	山梨県の保健師さん、会長さんとの意見交換の時間が貴重だった。気持ちの共有ができた。
	愛育の歴史や活動のきっかけを学び、地区にとって愛育班がどれだけ地域の健康づくりに寄与しているかを知った。
「地域にとって無くてはならない存在」と伝え敬意の念をもってコミュニケーションを図っていきたい。
	班員さんや会長と直接声を聞いて、共に課題を捉えて考えていきたい。やらされるのではなく主体性をもって活動
ができるとよいと思う。


